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フライトシステム、医療機関での「Pepper」を使った 
コミュニケーションシステムにおける共同研究開発を開始 

〜東京慈恵会医科大学、ジェナ社、フライトと３社で医療ICT化推進を目指す〜 
 

	 株式会社フライトシステムコンサルティング（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 片山圭一朗、

以下フライト）は、東京慈恵会医科大学 先端医療情報技術研究講座および株式会社ジェナ（本社：東

京都千代田区、代表取締役社長 手塚康夫、以下ジェナ）と AI とロボットを医療で活用するための共

同研究を行うことを発表致します。 

 

■共同研究の目的 

	 東京慈恵会医科大学 先端医療情報技術研究講座に

おいて、「Pepper」を使った病院利用者とのコミュニケ

ーションシステムの共同開発研究を行う。「Pepper」お

よびジェナとフライトが共同開発した「Scenaria」（シ

ナリア*1）を使い、医療従事者、および患者関係者の

情報コミュニケーションの情報収集・評価・改善の手

法開発を行う。 

 

■共同研究課題 

1. 検診センターにおけるコンシェルジュ 

	 日本医療の注目の高まりと共に訪日外国人の検診

センター利用の需要が高まってきている背景から、多

言語対応（日中英）による案内を実施。患者様の予約の確認や受付を行い、当日の流れや行き先の案

内を行う。Pepperによる顔認識技術により、患者様に応じた案内を行う。 

 

2. 緊張を緩和する血圧測定 

	 白衣高血圧(*2)の患者様等、外来で来院した方向けに、緊張をほぐしながら Pepper が血圧測定を行

う。Pepperを通じ感情認識を実施することで患者様の緊張度を判定し、リラックスした最適なタイミ

ングで血圧測定を行う。血圧計測器と Pepperは連動して測定を実施する。 

 

3. 自然な対話の中から認知機能検査 

	 患者様と Pepperとの自然な対話を通して認知症の疑いを発見する仕組み。すでに国内で多くの実績

のある認知機能検査エンジンと連携することで、医師偏在地域における遠隔医療での可能性にも期待。 

 

Pepperによる血圧測定イメージ 
（顔認識でリラックス度を判定。測定器は Pepperと自動連動） 



 

 
*1 Scenaria（シナリア）とは： 
	 管理画面から Pepperアプリの作成はもちろん、様々な拠点に存在する Pepperを管理することが出
来るクラウドサービスです。Scenaria を用いると、管理画面から設定した様々なアプリを自動的に実
行することが可能です。また AI連携、タイムスケジュール等、Pepperをより一層活用していただける
機能が搭載されています。なお Scenariaは、当社とジェナの共同開発製品です。 
（公式WEBサイト：http://www.scenaria.jp） 
 
*2白衣高血圧とは： 
	 病院の診察室などで一過性の高血圧が計測される仮面高血圧のひとつで、ストレスに対する一種の

過剰反応。白衣症候群、ホワイトコート症候群、白衣現象とも呼ばれています。	
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◆	株式会社フライトシステムコンサルティング ◆ 
代表取締役社長： 片山	 圭一朗 事業内容： 

本社： 東京都渋谷区恵比寿 4-6-1 
恵比寿MFビル3F 

システムコンサルティング事業 
アプリケーション開発事業 
システム保守事業 
電子決済ソリューション事業 

電話： 03-3440-6100 
FAX： 03-5791-2241 
URL： http://www.flight.co.jp 

   
◆ 本件に関するお問い合わせ ◆	

担当： 株式会社フライトシステムコンサルティング	  
松本	 隆男	 /	 金（こん）	 浩樹 

電話： 03-3440-6100 e-mail： info@flight.co.jp 
FAX： 03-5791-2241 

 


